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巾 西 泰 造
1は じ め に
世界銀行が1994年度の 『世界 開発報告一 開発とイ ンフラス トラクチ ュア」で
明らか に してい るように,多 国籍企 業の生産活動 の拡大 にともな.って発展途.卜
国の経 済イ.ンフラス.トラクチ ュア(経 済 インフラ)整 備は開発政 策の中心課題
にな っている',。発展途.ヒ国の経 済 インフラの整備 水準 の低 さは多国籍企業の
生産活動 にとって制約要因 とな ってお り,そ の早急 な整備が求め られ ている。
今 日の アメ リカ対外援 助政策 は1973年対外援助 法等 に定め られた 「新路線
(NewDirection)」を基調 とす る。 同政策 は援助対象 国を低 所得国 に特定 し,
かつ 援助 プ ログ ラムを貧 困者 の基本 的な生活欲 求(BasicHumanNeeds)の
.充足 への限定,こ れ を内容 とす る助。 ア.メリカは1960年代 にお～・ては途上国の
経 済イ ンフラ整備支援 を政府 開発援助 で行 って きたが,「新 路線」以後 この支
援 を政府 開発援助で はな く(表1を 参 照),も っぱ ら公 的輸 出信 用に よって行
うよ うになった㌔
1)世 界 銀 行 は1994年度 の 「世 界 開 発報 告 ∫ で次 の よ うに 述 べ て い る。 「途 上 国が よ り密 接 に 世 界
経 済 に 統 合 さ れ て くる に つれ て イ ンフ ラ ス トラ クチ ュア は 新 た な 需 要 に適 応 しな けれ ば な らな い 。
イ ン フ ラ ス トラ クチ ュア は もはや 経 済 生 活 の 灰 色 の 背 景一 地 下 の 忘 れ られ た 存 在 で ぼ な い 。
イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ニ アは,開 発 に お け る フ ロ ン トで あ りri1心で あ る」(WorldBank,W.,ld
1)ετr8'o伽翻Rψorf1994,Zψ 僻r聯 瞬forP6酬 ゆ η♂醒,Washington,D.C、:OxfordUniv.
Press,1994,p.12.邦訳,世 界 銀 行f世 界 開 発 報 告1994,開発 と イ ン フ ラ ス ト ラ クチ ュ ア上 イー
ス タ ン ・ブ.ック ・サ ー ヴ ィス,1994年.11ペー ジ)。
2}川 口 融rア メ リカ の対 外 援 助 政 策 』 ア ジ ア経 済 研 究所,1980年,IOOペー ジ。




表1主 要 先 進 国 の 二 国 間ODAに 占め る




1975一⊥976 .1989 1990 1991 1992
ア メ リ カ 2.3 4.7 2.8 3.5 n.そ1.
日.本 36.6 31.7 .3ユ.5 40.6 27.3
ド イ ツ 17.7 25.8 22.8 23.8 13.3
イ ギ リ ス .3.4 22.7 24.1 29.8 n,a,
フ ラ ン ス 13.O 21.2 16.9 15.7 12.3
DAC平均 10.2 19.1 14.6 n.a. 20.6.
(注).「1975,1976」は両年度の平均.
(原出所)DAC統 計⊃..「
(出所1外 務省 『わが国の政府開発援助』.各年度,および通産省 「経済協力の現状と問題点
1993年版」,84ページより作成。
.公 的輸 出信 用 の供与 主体 は米 国輸 出入銀 行(TheExport-lmportBankof
theUnit.edStates,USEXIM,米国輸 銀)で あ る。.米国輸 銀 は公 的輸 出信 用 ・
(融資)の 供与 と米 国民 間銀行 の輸出信用供与 に対す る融資保証,お よび貿易
保険 の引受 によって プラ.ントな どの資本財輸 出の支持 を行 っている。 このため
途上国の経済 インフラ整備支援 をめ ぐる米国輸銀の役割を分 析す る ことはア メ
リカの途L国 開発政策 の性格 を明らか にす る上で不可欠の課題で ある と私 ば考
えてい る。
そ こで本稿 では1970年代以降 の米国輸銀の活動 内容 を分析 したい。 まず πで
米国輸銀 の与信活動 の意義 と時期 ごとの特徴 をあ きらか にす る。以Fの 叙述は
それぞれの時期 ご との輸銀 の活動 を分析す る。 ㎜で は1973年対外援助法に よる
途..ヒ国経 済イ ンフ ラ整備 支援 政策の転換 の もとで の米国輸銀の融資政策の拡大
をみ る。IVでは米国輸銀が1980年代 に財政状態 の悪化 によって融資縮小を余儀
な くされ た こ とを分析 し,Vで1988年包括 通 商 法(OmnibusTradeActof
1988)以後競争力 強化 の観 点か ら再び米 国輸 銀が与信拡 大 に向か った こ とと













ン トおよびプロジェク ト建設を中心的構成要素とし,途上国は.般 にこれらを
先進国から輸入する"。この際適切な輸入資金調達が必要であ り,先進国は公
的輸出信用等の公的資金支出を供与 してこれに対処 している%米 国の場合 こ
の輸出信用供与を米国輸銀が行 うが,経 済インフラの早急な整備のために米国
輸銀が与信活動を拡大することが求められる。これが第一の意義である。.
第「に,プ ラント輸出 ・プロジェク ト建設の主体はエンジニアリング資本 ・
国際建設資本等の先進国プラント関連資本である。今日の国際プラント市場は
途 卜国のプラント需要に支えられており,米国のプラント関連諸資本は途上国'
経済インフ.ラ整備をめぐって激 しく競争 しているη 俵2を 参照)。これら諸費
4>経 済 インフラ.ストラクチュアとは社 会資本を構成 する.般 的生産条件 と共同消費条件 の うち一
般 的生産条件 をい う。社会資本の概念 および構 成要 素につ いては宮本憲一r社 会資本論」 有斐 閣,
1967年,改訂版1976年,を参照,ま た世界銀行 は経 済イ ンフラを 「長期的耐久構造物 ・機材 ・施
設 ・およびそれ らが提供するサー ビス」 と規定 し,そ の具体的対.象として公益事業 〔電力,ガ ス,
通信,給 水等),公共事業 〔大型 ダム,潅 漑水路の工事,道 路),その他の運輸七 クター 〔鉄道,
港湾等)を あげている(WorldBank,'虞`甑,p.12.邦訳,世 界銀行,前 掲書,11ペー ジ)。
5)プ ラ ント輸 出の定義 は,「.1場の建物 および関連 の生産機械 ・設備の設置な ど,工 場総体 を輸
出す る ことであ る 巨 秋山憲 治 「プラ ン ト貿 易に関す る基礎的 考察」 「法経 論集(経 済 ・経営編
m」 〔愛矢II大学)第99号,19呂2年9月}。プラン トを用 途 ・形態 別に 見る と,イ ンフラ関連 プラ
ン トと工業関連 プラン トとに分類 され る。 インフラ関連 プラン トは,発電 プラ ン ト、.電子交換 プ
ラン ト(通信 プラン ト),港湾施設,鉱III施設等で構成 される 〔平川 均 『N正E5一 世.界シ.ステ
ムと開発」 同文館,1992年)。
6)半 川 均,前 掲書,114ペー ジ。
7)1プ ラン ト輸出年鑑1990』重化学工業通信社,1990年.20～2アページ。 ま.た,OECDは国際
建設 業の競 争.につ いて1993年に報告 を行 って いる(OECD,Gん蝕'で∫α如 πq〃雇 μ5rr'α1且f∫伽.
NeqParis,1993,pp.95-129.).それによる と,国 際建設企業 ・エ ンジニア リング企業の活動す る
国際建設1.1∫場は上位25祉で45%のシェアを占め る。他 方.これ ら上位 のエンジニ アリング企業 ・国
際建 設企業 は日本企業 を除 いて受注の大 きな部分を海外 に依存 している、国際建設市場 ・国際 プ
ラン ト市場 は,先 進国の大エ ンジニア リング企 業,大 建設企 業が激 しく競争 してい る.
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表2エ ン ジニ ア リ ン グ産 業 ・国 際建 設 業 の市 場 シ ェ アお よ び 受 注 構造
① エ ンジ ニ ア リ ング資 本 ・国 際 建 設費 ・ド..L位25社の
国際 市 場 シ ェ ア 〔単位100万 ドル,%)
Fiatjmpresit







































青木建設 日 1,063 1.3
Fluor 米 1,047 1.3.
Sp重eBatignolles 仏 1,020 1.3
Bovisint且. 英 975 1.2
Bilfinger&Berger. 西 独 924 .1.2
KaiserEngineer 米 817 1.0
Hoechtief 西 独 810 1.0
Jo融nnou キ プ ロ ス 767 1.0
SGEGroup 仏 765 1.0
総 ド計 25社 36,345 45.5
(沖)1997年。
(原出所)EngineeringNew∫飽`oπ云
(出所)OECD,GJo加 傭 αf`'ηが1πぬ ∫`㎡4m`∫個癖 ε5,Pares,1992,p.100,より作 成 。
?
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② エ ン ジニ ア リ ング資 本 ・国 際 建 設 資 本 上位20社の
受 注 に お け る 海外 依 存 度1.(単 位:100万ドル,%)
順位 企 業 名 国籍 受注総額 海外受注額 海外依存度
1 Fluor 米 2ユ,376.0 4,980.0 23.3
.
2 清水建設 日 19,165.0 1,279.0 6.7
3...BeclltelGro叩 米 .18,339.9.11,030.3 63.4
4 大成建設 日 17,749.7 389.6: 2.2
5 鹿島建設 口 17,683.7 1,029.2 5.8
6 竹中工務店 日 16,264.0! 812.0 5.0
..7 大林組 日 14,634.7 1,247.9 8.5
8 JohnBrown/Davy 英 14,334.D 8,844.0 61.7
9 M.W、KellogC⑪rp. 米 13,127.O 9,786.0 74.5
10 ParsonsCorp. 米 13,100.0 5,000.0 38.2
11 FosterWheeler 米 12,459.0.ll,249.0 90.3
12 Brown&Ro⑪t. 米 12,051.0 7,904.7 65.6
.13 Fieada 仏 .11,310.0 3,483.0 30..8
14 PhilippHoltzman 独 10,572.0 3,806.9 36.O
15 MorrisonKnodsenCorp.米 9,795.5 864.5 8.8
16 熊 谷 組 、 日 9,127.0 214.0 2.3
17. SEGGroup 仏 8,627.0 3,642.0 42.2
18 フ ジ タ 日 8,360.0 22.6 O.3
19 CRSS 米 7,860.O 3,310,〔} 42.1
20 三菱重工業 日 7,557.0 1,164.0 22.0
(注)1991年。
(原出 所)Eη 拠灘8r加κN鯉 ∫Rθ`or4
(出所 〕 『現 代 産 業 の 再構 築 」 慶 応 大学 経 済 学 部,1994年,377ペー ジ よ り作 成 。
本に とって米国輸銀の譲許性91の高い公 的輸出信 用等の公的資金 支出は最大の
競争手段 にな る。
経済 インフラの中心 的構成要素 をなす インフラ関連 プ ラン トは,ア メリカの
輸出 にとって無視 で きない比重 を持つ。OECD統 計 による と,1985年,1990
年 にアメリカの一般 プ ラン ト輸 出額が輸出総額に占め る割合 はそれぞれ21%,・
8)公 的な支持を受 けた融資が金利 ・償還期限等の点で市中の 般 的な融資 よ り有利であ ることを
指す概念.譲 許性 はOECDの 開発援助委員会(DAC)が 定めた国際基準 〔グラン ト・エ レメ
ン ト:}によって測定 される。
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26%であ る。 これは各年 の 自動車輸出額が しめ る比率(11%,9%)の2～3
倍 にあた る。 享た一般 プラン ト輸出額 に占め る重電機器,通 信機 器等 のイ ンフ
ラ関連 プラン トの輸 出額 の比率 は,そ れぞれ31%,32%と少 なか らぬ割合 を占
めてい る。さ らに.般 プラン トか ら鉄道車両,航 空機を除いたその他 一般 プラ
ゆ
ン ト(イ.ンフラ関連 プ ラン トに産業機械 プラ ン トを加える)の 輸 出先 を見 ると,
途上 国の占め る比率 ぱ,そ れ ぞれ38%,34%に達 してい る%し たが.って米国















米 国輸銀 は,.ω資本財 輸出 に対す る公 的輸 出信 用の供与,〔2)短期(180日以
下)・中期(181日以上5年 以下)の 貿易取引への民間銀行融資 に対す る保証,
〔3)貿易保険の付保 とい う三つの業務を行 ってい る。
第一に米 国輸銀が供与す る公的.輸出信用 とは アメ リカからプラ ン トなど資本
財 を購 入す る外 国の買 手に対す る固定金利の融資供与である。米 国輸銀 は輸出
品の価 額の85%まで(1993年)を融資す る。 この融資は融資額1000万ドル超,
または償還期 限7年 越の取引 を対象にす る。
第二 に保証業務 は,民 間銀行お よび民間貿易金融株式 会社(PEFCO)が
外 国の買手 に対 して融資 を行 った場合,そ の償 還 の保証 を行 う.L%米国輸銀 は
民 間銀行 の融資が受 ける商業 リスク ・政治 リス クな どほぼ全 ての償還 リスクを
カバー し,外 国買手が債務不履行を起 こした場 合に融資 にかかわ る元本全部 と


























第三 に保険業務は対外信用保 険協会.(FCIA)を 代 理人 とレて行われ,F
CIAの 引 き受 けた全 ての政治 的 ・商業的 リスクを再保 険す るu,。
米国輸銀は次の3つ の財 源によって資金調達 してい る。第一は輸銀法 に基づ
く資 本金 と準 備金 の毎 年度の繰越 し,第 二 は連邦信 用銀行(FederalFinanc・
ingBank,FFB)から四 半期毎の市場金利 による長期借 入れ,第 三は金利 ・手
数料 ・返済元本か らな る収 益である。米 国輸銀 は歳出予算の割 当を受 けないが,
輸銀 の年度与信枠 は歳出の扱 いで毎年度議会で承認 されな ければな らず,ま た
融資 について は返済が なされ るに もかかわ らず財政支出 と見 なされる。 これが
後述 の融資縮小の原因 にな ることを指摘 しておこ う。
表3は.1970年以降の米国輸銀による与信 の推移であ る。 これを見 るとユ97⑪年
代以 降の米国輸銀 の与信活動は次の3つ の時期 に分 けることがで きる。第一期
は.1971年の輸 出拡大金融法の成立か ら1980年までであ り,米 国輸銀は大幅 な与
信拡 大を行 ってい る。 この間に米国輸銀 の与信規模 は39億6.800万ドル(970
年)か ら126億900万ドル(1980年)へほぼ3倍 に増大 した。.与信規模 の拡 大を
もた らした最大 の要因 は融資額の増 加で ある。
第二期 は1981年か ら1987年までであ り.,米国輸銀 の与信承諾規模は縮小 した。
それによ り米 国輸銀 の与信承諾規模 は1981年の125億8,400万ドルか ら1987年の
86億2.650万ドルまで縮小 し,1988年には64億2、750万ドル と,[981年のほぼ半
分にまで縮小 した。 この縮小 は融資の縮小による ところが大 き く.,1981年に54
億3,10⑪万 ドルであ った融資規模 は1987年に.6億7,700万ド)レと.ほぼ8分 の1に
縮小 している。
第三期 は1988年以後で あ り,米 国政府の輸 出競争力強化政策 の下で米国輸銀
の活動 は再拡大 してい る。 この間 に米 国輸銀 の与信 承諾規模 は1988年の64億
2,750万ドルか ら1992年の1231f3,770万ドルへほぼ倍増 した。ただ し,こ の間 も
融資承諾額 は低迷 してお り,1992年の融資は8億1,650万ドルに とどま っている。.
U)米 国輸銀は1992年の業務再編成 にあた りFCIAを 代理 人 とすることをやめ,.米国輸銀 自身が
公 的貿 易保険を 手 に引き受 け'るようにな った。
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表3米 国輸 出 入銀 行 業 務 実 績 〔承 諾 ベ ー ス){単 位:100万ドル)
































F 5,396.57,230.38514.31 9,09駐.58314.9, 8,619.91,451.0
年 度 19ア7 1978
....
〒.































合 計 5,599.67、37日,49,491.2:12,609,212584.1幽 9348.D, 9396.2, 8.6/5.8,
.年 度 1985
一..一."




























合 計 8509,D1 6,085.2, 86呂6.51 6,42ア.56,355.98787.9, 11.363.912,337.7…
. 一
(出所)USEXIM・知 川副R8戸・鳩varL。Usyears,より作成。
そ こで 次 第 以 降,そ れ ぞ れ の 時 期 に お け る 米 国 輸 銀 の 活 動 の 内 容 を 分 析 し よ う。
1111970年代の米 国輸銀融資拡大.
第.期.(1971年一198⑪年)は 積極的 与信拡大期 である。米 国輸銀 は1970年代
を通 じての米国貿易赤字 の悪化の 中で貿易収支改善 のための機関 として業務展
開を行 った。与信 限度 も1971年に135億ドルか ら200億ドルへ引 き上げ られたの
に続いてユ975年・1978年と輸銀法 改正のた びに引 き上げ られ,1978年に400億
ドルの与信枠 を保持す るに至 った。
この輸銀 の与信拡大 は融資の拡大を中心 としていた。融資額増加は プラン ト
輸出をめ ぐる先進 国間の輸出信用競争.のもとで 米国輸銀が 自国 プラン ト関連資
本の輸 出活動 に.たいす る支援 を強めた ことによる。1971年8月の輸 出拡大金融


























対 し外国の輸出者 と十分競争 しうる条件 の融資を行 うことを義務づ けてい る。.
続い て1978年改 正輸 銀法 は他 国の ミックス ド・ク レジ ット(混 合借款)な ど
の 「略奪的(predatory)」輸出信用慣行お よび輸 出補助金制度の廃止 をめ ざす
国際交渉の実施 を求めたが,同 時 に他の先進国が この ような輸 出支持 を行 った
場合米 国輸銀が対抗 的な条件で輸 出支持措置 を行 うことがで きる としだ2)。改
正輸銀法 に基づいて米 国輸銀 は積極的 にマ ッチ ング政策(対 抗 的信用条件 の提
示)を 行 った。.
ユ970代の先進国の長期不況 の下で アメ.リカは途上国プ ラン ト市場 を巡 って
他 の先進国 とはげ しく輸 出競争 を繰 り広げていた。米国輸銀 は米 国プラ ン ト関











長期金利(米 国債10年もの利回 り)との格差は最大で4%に 達 している。第二
は80年代に入ると発展途上国の累積債務危機が発生したために保険 ・.保証の執
行 ・支払が急増 したことである。第三にレーガン政権下の減税 ・軍拡政策のた
めに米国連邦財政赤字が拡大 し,財政支出と見なされる融資は財政赤字削減の




表4米 国輸出入銀行の財政状態 (単位:100万 ドル)
年 度 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986
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年 度 1987 1988 1988re 1989 199⑪ 1991 1992
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観点か ら も制約を受け ることになった。.
この状況の もとで1981年に ド.レー バ ー輸銀総裁 は採算面お よび予算面 の配慮
を した後,融 資縮小を内容 とする新融資方針 を発表 した。新方針は1970年代 の
採算 を度外視 した融資を改めて案件 ご とに融資 の必要性 をよ り慎重 に考慮す る,









米国輸出人銀行の途上国経済 インフラス トラク.チュア整備支援政策の展開 〔495}81
米国輸銀の健全な運営を要平する政府 ・米国輸銀サイ ドに対 して,プ ラン ト
関連資本とその要求を代弁する連邦議会は輸出競争力強化を望み融資縮小に反
対 した。1983年の輸銀法改正に際 して,議会は関連業界の要求を改正法に盛 り
込み,米 国輸銀が外国の輸出信用と完全に競争ロ∫能な融資を供与すること,輸


















第三期(1988年一92年)に は米国 輸銀 の与信承諾規模 は1988年の64億2,750
万 ドルか らユ992年の123億3,770万ドルへ とほぼ倍増 した。米国輸銀の与信 が再
14)高地康 郎 「米国輸 出.入銀行 の最近 にお ける活動状況」 『海外投 資研 究所輔 第11巻第12号,
1985年12月,36ページ.
?82(496).第157巻 第5・6号
び拡大 した理由は米 国政府が輪出競争力強化政策を取 ったためで ある。
1988年の包括通商 法(OmnibusTradeActof1988)は米国輸銀 に主 要国の
タイ ド ・エイ ド・ク レジ ッ ト(紐 付援 助信 用)に 関する報告 を議会へ行 うこと
を義務 づけた。1989年5月に米国輸銀 はアメリカが他 国の タイ ド・エ イ ド ・ク
レジ ッ トのため に年 間4～8億 ドルの市 場 を失 っでい る とい う報告 を議 会へ
行 ってい る1訂。 これ を受 けて米 国議 会 は開発援助 資金 をアメ リカの輸 出競争力
強化手段 として使 うことを承認 し,1990年5月に米国輸 銀はUSAIDと の間
に混合借款 目的の基 金5億 ドルを設定 し1990年にフ ィリピンへ,1991年にパキ
スタ ン,イ ン ドネシア,タ イへ向けて混合借款 を供与 した16㌔
ただ し第3期 の与信 規模 の拡大 は主 として民 間銀行の 中長期輸出信用 に対す
る保証の拡大に よるものであ り,米 国輸銀 は融資承諾 を低い水準 に抑 制 してい
る。
保証 は1988年の6億100万 ドルか ら1992年の73億100万ドルへ と12倍にな って
いる。 この拡大 は第一 に途上国 インフラ需 要の拡大 など国際 プラ ン ト市場が回
復 した こと(表5を 参照),第 二 に米国長期 金利 が相 対的 に低下 した下で民間
銀行が輸 出信用 を供与す る条件を1[1復した.こと,第rにOECD輸 出信用 アレ
ンジメン トによる国際規制が整備 され民間銀行 が輸出信用 の供与条件 における
破壊 的競争 を強 い られ な くなったためであ っだ%
米国輸銀 が融資額 の拡大 に消極的な理由は融資が公的資金支 出 とみ なされ る
ためであ る。公 的資金支 出を抑制 しようとす る輸銀の態度は 「軍資金」 の運用
に も現れ てい る。「軍資金」 は他 国の タイ ド ・エイ ド・クレジ ッ トに報復す る

















17〕 恥 忽 π8胴 η8N6ω5Rθ`ord,McGraw-Hill,variousissues.「プ ラ ン ト翰 出 年 鑑 』1990年 一1994
年 版,重 化 学 工 業 通 信 社 。
米国輸出入銀行の途上国経済 イン7ラス トラクチュア整備支援政策の展 開 〔49の33
表5世 界 の プ ラ ン ト市 場 別 動 向 上段:需 要額(億 ドル〉 下段=構 成比 傷)
一... 一
中近東 ア ジ ア ア7リ カ 巾南米 北 米 欧 州 合 計
1985 216 178 153 66 102 100 816
26.5 21.8 18.8 8.1 12.5 i12.3 100.口
俺..
ゆ1986 1日1 173 131 52 ユ04 119 739
z1.8 23.4 ユ7.7 7.0 14.0 16.1 100.0
1987 134 155 90 74 1】5 172 7ヨ9
18.1. 21.O 12.2 10.0 15.5 23.2 .loo.0
1988 174 205 101 75 192 194 941
18.5 21.8 10.7 8.0 20.4 20.6 100.0
.1989 】78 245 143 76 227 254 1126
15.8 21.8 12.7 ε.7 20.2 躍.6 10⑪.0
...
199〔}
199 271 】52 58 217 305 1,203
16.5 22.5 ユ2.6 4.8 18.0 25.3 100.0
1991 293 345 217 147 190 328 1520,
19.3 22.7 14.3 9.7 ユ2.5 2166 100.0
1992 281 426 145 137 131 344 ユ,465





集中的 に使 用 されてい るL鴨 しか し米国輸銀は 「軍資金」の運用 をご く限定的
に行」・,毎年度 の予算授 権枠1億5,000万ドルを使い切 ったのは1991年度だ け
(1億4,500万ドルを拠 出)で あった(表6を 参照)。米国輸銀 と財務 省は タイ
ド・エ イ ドの使用 は発 展途上国への資金 配分 を高所得 国および資本集約的な イ
ンフラ事業今歪 曲させ ると中張 しているL脚。
米国輸銀 と財務省 は保証業務 を通 じて自国 プラ ン ト輸出の拡大を促 進 しよ う




表6WarChestの 運 用 実 籟 (単位:1W万 ドル}
年度 仕 向 国 プ ロ ジ ェ ク ト ・ 輸出価額1'WarChest
USAID
の贈与
1987 ガ ボ ン 衛星通信地..h局 21.2こ5.3
ガ ボ ン セルラー電話 システム 8.5'2 .1
ブ ラ ジ ル 医療施設 .35.0
　
1,呂 ・7
ブ ラ ジ ル 空港管制機器 52.6 13.2
イ ン ド ガ ス ・ター ビ ン 27.D .B.B
タ イ 資本財 100.0 40.0
小計 244.3 78.1
玉988 ヨ ル ダ ン 発電機 18.3 5.5
ア ル ジ ェ リ ア 通信施設 16.σ 2.1
小計 34.3 7.6
ユ989 〔なし〉 o.o o.D
1990 中華人民共和国 地下鉄工事 プロジェク ト 23.2 10.4」
ウ ル グ ア イ 電力 プロジェク ト 55.2 19.3
:
モ ロ ッ コ 航空管制装置 24.7 9.9
フ ィ リ ピ ン タ イ ド ・エ イ ド ・ラ イ ンD 1皇5.0 13.8 30.0
小計 228.1 5串.4
1991 .イ ン ドネ ジ ァ タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ン2獅 127.7 56.2
タ イ 2タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ンヨP 127.7 43.7
パ キ ス タ ン !タ イ ド ・エ イ ド ・ライ ン4P 135.0 46.0
パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア 衛星通信地上局 3.1 Ll
パ プ ア ・ニ ュー ギ ニ ア 衛生関連施設 13.5 .4.7
イ ン ドネ シ ア 通信施.設 60.0 i7,0 12.0
モ ー リ.シ ャ ス 建設機械 5.口 1.8
パ キ ス タ ン デジタル式交換機 45.0 15.8
パ キ ス タ ン 衛生関連施設 15.0 5.2
小計.. 532.0 145.5
1992 チ.、 ニ ジ ア 航空管制装置. 12.3 5..1
小計 12.3 5.1
総計 1,051.D…29呂.7 88.0
(注)1)tf本.財 輸 入 一 般 。
2}およ びの 通 信 ・建 設 ・電 力 ・運 輸 関 係 の資 本 財.輸.人。





















求あてお り,「軍資金」 にた い して もそ.の運用が限定的で あるため アメ リカの
競争力強化 に役立 たない と してい る鋤、米国会計検査院(GAO).の レポ恥 ト
によれば アメ リカの輸 出業者 は米国政府が開発援助 資金 を採算性 の とれ るキ ャ
ピタル ・プロジ.エク トに投下す るこ.とを求めてお り,そ の際特 にイ ンフ ラ ・セ
や　
クターに重点を置 くべ きであるとしている。すなわちアメリカが途上国のイン.







この事態 に対 して米国政府は米 国輸銀 の財政破綻 を処理 レ,か つ効 果的な輸
出支持 を行 う体制の整備を進めてい る。 具体 的にはそれ は1990年連邦信用改革
法下 の財政改革 と1992年輸出強化法 による連邦輸 出支持 プログラムの再編 とし
て現れ てい る。
まず財政改革 について見 よう。米国輸 銀の業務収支 の赤字 はユ992年まで改善
されずゴ1988年には米国輸銀は準 備金をすべ て取 り崩 して累積赤字 を発生させ,
1991年には資本金 を除い た米 国輸銀 の累積赤字 は74億5,070万ドルに達 してい
た。
輸銀 の財政破綻 は、調達金利 と貸出金利 との間に逆鞘が 発生 したこ とと,与
信事故 による融資損失 および保証 ・保険支払の増 大 とを二大要 因 としていた。
これに対応 して,米 国輸銀 は1992年度か ら1990年連邦信用改革法(TheFeder..
alCreditReformActof199⑪)の適用 を受 け,以 下の二つの措 置を取 った。




これを償 却する ことで ある。.1992年度 にはこの措置 の もとで,1991年10.月1日
以前 の与信 に閣連 す る.コス トで1992年度中 に満期 にな る連邦信用 銀行(FF
B)か らの借 入金 に対 し,歳 出予算32億9450万ドルが支出され た。
第二に米 国輸銀 はユ992年度以降の ワ・.信内容 について議 会の管理 を受 け重大な
ρ
与信事故 による損失 の増大 を回避す る措 置を取 った。
連邦信用改革法 は連邦信用 プログラムか ら生ず るコス ト(与 信 リスクお よび
プログラム運営 に必要 な行政費}を 予め算定す る こと,プ ログラムに対す る予
算 支出が算定 コス トを内包す ること,ワ信 事故が生 じた場合 に受信者 に対す る
支払が支 出された予算の枠内で行 うことを定 めてい.る。米国輸銀の与信 につい
て見 る と,ま ず米国議会が与 信 に先 立 って.与信案件 について コス ト推計を行 う。
議会が推計 コス トをカバー した歳出予算 を承認 した時 に,米 国輸銀はは じめて
与信枠 を定め ることがで きる.。
例 えば 同 じ1億 ドルが予算授権枠 として認 められた として もパ イ ・リスクな
国には2億 ドルまで しか与信で きない。 これ に対 してロー ・リスクな国にはユ0
億 ドルまで与信で きるz"01992年度 につい て見 る とこのコス ト補.墳分 として6
億4100万ドルが歳llllされた。
以.ヒの2つ の措 置に よって米 国輸銀 の累積債務 は1991年度の74億5070万ドル
か ら1992年度 の42億7770万ドルまで減 少 しだ3}。.同措置 は米 国輸 銀を財政破綻.
か ら救 済 し積極 的融資政策 の遂行 を制約す る要因 を除去 した。
ただ し連 邦信 用改革法 は1980年代末 の.S&L(貯 蓄貸付組合)の 救 済を主目
的 と した法律 であ り,同 法 の下で米国輸銀の とった措置は直接に輸出支持 を拡
大す るための措置で はなか った。GAOの レポー トは米国輸銀の諸措 置が輸銀
プログラムの発動 において輸 出者 の需.要をよ り直接反映する仕組みを持 ってい.


















よって連邦輸出支持 プログラム全体 を効果 的な輸 出支持が行 えるように再編 し,.
その再編 された プログラムの中で米国輸銀が 中心的 な役割 を果たす ように した。.
同 法 は 貿 易 促 進 調 整 委 員 会(TradePr⑪motionCof)rdinatingCommittee,
TPCC)を設置する こと,こ れを通 じて政府 内の輸 出促 進措 置の重複 ・空隙を
除去 し,統 制の とれた措 置が取 られるよ うにす ることを定めてい る。.米国輸銀
は米国政府 によ る輸出支持 目的の融資 ・保証 ・保険 の52%(1991年度,GAO
推計)を 提供 してお り,同 法はこの点 で米 国輸銀がTPCC内 で中心的役割 を
果たす ことを求め,輸 銀が年次報告 でTPCC内 で の活動 について述 べるよ う
定めた2%
.ま虎 同法 は他国政府が タイ ド ・エイ ドを供与 した場合,.米国輸銀が主た る産
業部 門 ・主 た る市場 に関す る民 間部 門 の意見 を徴集 する ことを義 務づ けてい
る劉。
以.ヒのよ うに米国輸銀は1990年代の.・連 の改革 によって融資政策を制約す る
財政破綻 を処理 し,輸 出支持 を効果的に行 うための諸制度 を整備 しつつあ る。
しか しこれ らの諸改革はいまだ緒 につ いた ところで あ り,.その効果 を確定す る
ため には尚早 といえ よう。







争 力を確保 しよ うと した。 アメリカは これ を輸 出信用 の国際 的規制で あるOR
CD輸 出信用 ア レンジメ ン トの強化 を通 じて達 成 しょ うとし,同 政策 を1980年
代 のプラン ト輸出促進の 中心政策 としていたので ある。.これ は政府開発援助 を
含 めた途上国向 け公 的資金支出全体 を輸 出信用規制下 に置 くζ とを内容 とす る。
「これ を次稿で述べ ることとす る
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」?
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?
??
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?
?
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